Preface by 青山, 忠正
序
文
本
書
は
併
教
大
学
総
合
研
究
所
共
同
研
究
班
と
し
て
、
一
九
九
九
年
四
月
か
ら
二
O
O
二
年
三
月
ま
で
、
三
年
度
に
わ
た
っ
て
活
動
し
た
、
「
近
代
国
家
と
民
衆
統
合
の
研
究
l
祭
杷
・
儀
礼
・
文
化
|
」
(
主
任
青
山
忠
正
)
の
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
論
文
集
で
あ
る
。
そ
の
研
究
目
的
及
び
研
究
組
織
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
期
間
中
の
具
体
的
活
動
の
記
録
と
し
て
、
月
例
研
究
会
で
の
報
告
タ
イ
ト
ル
・
報
告
者
一
覧
を
以
下
に
掲
げ
、
序
文
に
か
え
た
い
。
研
究
目
的
歴
史
的
段
階
と
し
て
の
近
代
の
特
質
の
一
つ
は
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
生
産
共
同
体
と
し
て
の
村
を
基
盤
と
し
て
形
作
ら
れ
て
い
た
社
会
集
団
が
、
領
域
的
な
利
益
共
同
体
と
し
て
の
国
家
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
拡
大
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
民
衆
が
「
国
民
」
と
し
て
国
家
に
統
合
さ
れ
主
円
忠
正
山
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
統
合
に
あ
た
っ
て
、
機
軸
的
な
要
素
を
担
う
も
の
が
、
生
産
共
同
体
レ
ベ
ル
か
ら
国
家
レ
ベ
ル
へ
と
拡
大
し
つ
つ
展
開
さ
れ
る
祭
杷
や
儀
礼
で
あ
り
、
さ
ら
に
包
括
的
概
念
と
し
て
の
文
化
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
近
代
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
歴
史
学
の
分
野
に
お
い
て
は
、
政
治
史
あ
る
い
は
経
済
史
が
中
心
で
あ
り
、
右
の
よ
う
な
視
点
に
立
つ
民
衆
統
合
の
内
容
に
ま
で
立
ち
入
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
民
俗
学
・
文
化
人
類
学
・
社
会
学
な
ど
関
連
分
野
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
視
点
に
立
つ
研
究
が
進
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
交
流
し
て
近
代
の
全
体
像
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
試
み
は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
進
展
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
本
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
関
心
を
踏
ま
え
、
歴
史
学
・
民
俗
学
・
文
化
人
類
学
・
社
会
学
な
ど
関
連
諸
分
野
を
総
合
し
た
視
点
か
ら
、
近
代
国
家
と
民
衆
統
合
の
諸
相
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る。
併
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
近
代
国
家
と
民
衆
統
合
の
研
究
|
祭
杷
・
儀
礼
・
文
化
ーノ、
研
究
組
織
(
研
究
員
勤
務
先
・
職
階
は
現
時
点
。
研
究
協
力
者
は
研
究
班
当
時
)
青
山
忠
正
(
研
究
班
主
任
・
総
合
研
究
所
教
授
・
日
本
史
学
)
岡
田
浩
樹
(
嘱
託
研
究
員
・
神
戸
大
学
国
際
文
化
学
部
助
教
授
・
文
化
人
類
学
)
志
珠
絵
(
嘱
託
研
究
員
・
神
戸
市
外
国
語
大
学
助
教
授
・
日
本
史
学
)
岸
本
覚
(
嘱
託
研
究
員
・
鳥
取
大
学
地
域
学
部
助
教
授
・
日
本
史
学
)
長高
木
博
志
(
嘱
託
研
究
員
・
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
教
授
・
日
本
史
学
)
橋
本
章
(
嘱
託
研
究
員
・
長
浜
城
歴
史
博
物
館
学
芸
員
・
民
俗
学
)
(
嘱
託
研
究
員
・
併
教
大
学
文
学
部
教
授
・
日
本
史
学
)
原
田
敬
/¥ 
木
透
(
嘱
託
研
究
員
・
悌
教
大
学
文
学
部
教
授
・
民
俗
学
)
野
崎
敏
郎
(
嘱
託
研
究
員
・
併
教
大
学
社
会
学
部
教
授
・
社
会
学
)
政
岡
伸
洋
(
嘱
託
研
究
員
・
東
北
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授
・
民
俗
学
)
田
星
姫
(
研
究
協
力
者
・
傍
教
大
学
非
常
勤
講
師
・
ア
ジ
ア
文
化
論
)
山
本
真
理
(
研
究
協
力
者
・
併
教
大
学
史
学
科
資
料
室
員
・
日
本
史
学
)
研
究
活
動
研
究
活
動
は
月
例
研
究
会
で
の
各
班
員
に
よ
る
研
究
報
告
と
、
そ
れ
を
題
材
と
す
る
討
論
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
聞
に
は
、
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
し
た
が
っ
て
、
個
人
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
で
史
料
調
査
・
現
地
調
査
な
ど
を
行
っ
た
。
そ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
課
題
に
対
す
る
全
員
の
共
通
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
班
員
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。
た
だ
し
、
最
終
的
に
本
書
に
収
録
し
た
各
論
文
は
、
あ
く
ま
で
も
班
員
個
人
の
関
心
と
見
解
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
研
究
班
と
し
て
の
統
一
見
解
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
ま
た
、
月
例
研
究
会
で
は
、
テ
ー
マ
の
流
れ
に
応
じ
て
、
随
時
に
外
部
か
ら
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
き
、
新
た
な
刺
激
を
得
る
よ
う
に
努
め
た
。
以
下
の
一
覧
で
報
告
者
名
に
付
さ
れ
た
※
印
は
、
そ
れ
ら
の
ゲ
ス
ト
を
示
し
、
そ
の
う
ち
二
氏
(
南
根
祐
・
金
子
毅
)
に
は
、
論
文
を
も
寄
稿
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
謝
意
と
と
も
に
記
し
て
お
き
た
い
。
一
九
九
九
年
度
第
一
回
(
四
月
二
十
六
日
)
「
明
治
維
新
の
史
学
史
」
青
山
忠
正
第
二
回
(
五
月
三
十
一
日
)
「
神
功
皇
后
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
」
志
珠
絵
第
三
回
(
六
月
二
十
八
日
)
「
町
村
合
併
の
促
進
と
郷
の
祭
り
|
祭
杷
圏
長
の
近
代
化
に
つ
い
て
の
試
論
|
」
橋
本
第
四
回
(
七
月
二
十
六
日
)
「
分
節
化
と
構
造
化
|
韓
国
仏
教
に
つ
い
て
章
の
文
化
人
類
学
的
一
試
論
」
第
五
回
(
八
月
二
十
六
日
1
二
十
九
日
)
中
華
人
民
共
和
国
旧
「
満
州
」
岡
田
浩
樹
地
域
現
地
調
査
及
び
解
説
報
告
「
『
満
州
』
・
『
満
州
国
』
と
都
市
建
設
」
原
田
敬
第
六
回
(
九
月
二
十
七
日
)
「
カ
l
ル
・
ラ
l
ト
ゲ
ン
と
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
l
パ
ー
ー
明
治
日
本
の
目
撃
者
と
理
解
者
|
」
野
崎
敏
郎
第
七
回
(
十
月
十
八
日
)
「
植
民
地
神
社
の
祭
神
の
系
譜
|
札
幌
神
社
・
台
湾
神
社
・
朝
鮮
神
宮
l
」
高
木
博
志
第
八
回
(
十
一
月
二
十
九
日
)
「
名
前
と
家
族
の
民
俗
学
|
『
祖
名
継
承
』
を
題
材
と
し
て
|
」
/¥ 
木
透
第
九
回
(
十
二
月
十
三
日
)
「
幕
末
萩
藩
の
軍
事
改
革
|
『
御
家
兵
法
』
と
『
異
船
防
禦
』
」
岸
本
覚
第
十
回
(
二
0
0
0年
二
月
二
十
一
日
)
「
被
差
別
部
落
の
民
俗
が
語
る
も
の
」
政
岡
伸
洋
二
0
0
0年
度
第
十
一
回
(
四
月
二
十
四
日
)
「
通
商
条
約
調
印
問
題
と
天
皇
」青
山
忠
正
第
十
二
回
(
五
月
二
十
二
日
)
「
民
俗
事
例
の
民
主
化
|
近
江
湖
北
地
方
序
文
の
オ
コ
ナ
イ
行
事
か
ら
|
」
橋
本
章
第
十
三
回
(
六
月
二
十
六
日
)
「
日
本
人
の
商
業
道
徳
と
黄
禍
論
i
日
本
資
本
主
義
論
争
へ
の
忘
れ
ら
れ
た
前
哨
|
」
野
崎
敏
郎
第
十
四
回
(
七
月
二
十
四
日
)
「
満
州
国
の
宗
廟
建
国
神
廟
と
建
国
忠
霊
廟
の
実
態
|
」
※
下
鴨
神
社
権
禰
宜
・
京
都
女
子
大
学
講
師
嵯
峨
井
健
第
十
五
回
(
八
月
二
十
一
日
i
二
十
四
日
)
中
華
民
国
(
台
湾
)
台
北
市
の
国
家
祭
杷
施
設
等
現
地
調
査
第
十
六
回
(
九
月
二
十
五
日
)
「
美
術
と
国
家
l
近
代
日
本
の
『
美
術
』
『
美
術
史
』
『
美
術
史
学
』
」
※
東
京
芸
術
大
学
助
教
授
佐
藤
道
信
第
十
七
回
(
十
月
三
十
日
)
「
大
英
帝
国
の
戦
争
|
博
物
館
・
墓
地
・
追
悼
碑
1
」
原
田
敬
第
十
八
回
(
十
一
月
二
十
七
日
)
「
屈
折
し
た
近
代
化
l
韓
国
仏
教
に
お
け
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
状
況
の
考
察
i
」
岡
田
浩
樹
第
十
九
回
(
十
二
月
十
八
日
)
「
『
檀
君
』
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
行
方
|
屋
南
善
を
中
心
に
|
」
※
韓
国
翰
林
大
学
校
日
本
語
学
科
副
教
授
第
二
十
回
(
二
O
O
一
年
三
月
十
九
日
)
「
継
体
天
皇
陵
の
比
定
と
『
任
南
根
祐
七
併
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
近
代
国
家
と
民
衆
統
合
の
研
究
i
祭
杷
・
儀
礼
・
文
化
那
日
本
府
』
の
考
古
学
的
考
察
」
※
俳
教
大
学
文
学
部
助
教
授
門
田
誠
二
O
O
一
年
度
第
二
十
一
回
(
四
月
二
十
三
日
)
「
御
物
・
文
化
財
・
世
界
遺
産
|
文
化
財
の
近
代
|
」
高
木
博
志
第
二
十
二
回
(
五
月
二
十
一
日
)
「
家
と
家
を
繋
ぐ
も
の
|
地
分
け
・
同
族
・
祭
杷
i
」
/¥ 
木
透
第
二
十
三
回
(
七
月
十
五
日
)
「
旧
南
王
子
村
に
お
け
る
民
俗
の
特
質
を
考
え
る
|
人
権
資
料
室
民
俗
展
示
リ
ニ
ュ
l
ア
ル
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
|
」
政
岡
伸
洋
第
二
十
四
回
(
七
月
二
十
三
日
)
「
近
世
後
期
大
名
家
の
神
格
化
l
毛
利
家
を
事
例
と
し
て
|
」
岸
本
《主ゐ
見
第
二
十
五
回
(
十
月
二
十
六
日
)
「
カ
l
ル
・
ラ
l
ト
ゲ
ン
と
阪
谷
芳
郎
」
野
崎
敏
郎
第
二
十
六
回
(
十
一
月
二
十
六
日
)
「
『
台
湾
の
総
鎮
守
』
官
幣
大
社
台
湾
神
社
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
|
御
祭
神
と
し
て
の
能
久
親
王
l
」
※
園
事
院
大
事
日
本
文
化
研
究
所
共
同
研
究
員
... 
t=  
民
浩
第
二
十
七
回
(
十
二
月
十
七
日
)
「
英
照
皇
太
后
論
l
国
家
儀
礼
の
モ
デ
ノレ
し一一
長
志
珠
絵
八
第
二
十
八
回
(
二
O
O
二
年
三
月
二
十
五
日
)
「
『
産
業
戦
士
』
の
誕
生
|
も
う
一
つ
の
近
代
を
生
き
た
『
職
工
』
た
ち
|
」
※
東
京
基
督
教
大
学
講
師
金
子
毅
以
上
の
ほ
か
、
二
O
O
二
年
二
月
十
四
日
1
十
七
日
に
は
、
「
韓
国
に
お
け
る
国
家
的
慰
霊
施
設
の
現
地
調
査
」
を
グ
ル
ー
プ
で
行
っ
た
(
研
究
班
員
の
参
加
者
は
、
原
田
を
責
任
者
と
し
、
長
・
岸
本
・
高
木
・
山
本
)
。
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
本
書
所
収
の
原
田
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
第
十
五
回
研
究
会
(
二
0
0
0年
八
月
二
十
一
日
(
)
二
十
四
日
)
で
の
、
中
華
民
国
(
台
湾
)
台
北
市
に
お
け
る
国
家
祭
杷
施
設
等
現
地
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
故
宮
博
物
院
副
院
長
石
守
嫌
先
生
・
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
の
張
啓
雄
博
士
・
台
北
市
政
府
教
育
局
の
楊
碧
雲
博
士
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
教
示
あ
る
い
は
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
